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The weather resistance of PE net, recycled PET net,virgin PET and recycled PET were examined.
After the weather resistance test had been done,for 1000hr with the xenon lamp weather meter, the
strength test was done.The following was suggested.

1) As for recycled PET net,it was shown that strength did not decrease compared with a PE net.
2) The difference of the strength decrease in virgin PET and recycled PET was not seen.
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１．はじめに

環境問題に対する関心が高まり，リサイクル品

を使用する企業が増える中，陸上用ネット業界で

は再生ＰＥＴを使ったネットを製造する企業が増

えてきている．このような動きが増えると共に取

引先からネットの耐久性について問われるケース

が多くみられる．従来の陸上用ネットはＰＥを原

料としたものが主であったが，原料がＰＥからＰ

ＥＴに変わったことと，リサイクル品である再生

ＰＥＴを使用しているという２点が，従来のネッ

トと比べて品質的に不安視される要因のようであ

る．そこで，本報では従来のＰＥネットと再生Ｐ

ＥＴネット，また，バージンのＰＥＴと再生ＰＥ

Ｔについて耐候性試験による強度低下について検

討を行ったので報告する．

２．実験方法

２．１ 試料

従来のＰＥネットと再生ＰＥＴネットについて

は，防球ネットとして市販されている無結節網を

用いた．また，バージンのＰＥＴを原料としたネ

ットが入手できなかったため，バージンのＰＥＴ

ペレットおよび再生ＰＥＴのペレットからＪＩＳ

Ｋ ７１１３の１号形ダンベル試験片を射出成形

により作製し，比較する試料とした．

２．２ 耐候性試験

耐候性試験についてはキセノンタイプのウェザー

メーターを使用した．275nm以下の紫外光をフィルタ

ーによりカットし，放射照度は60W/m 、ブラックパネ2

ル温度は６５℃，１サイクル２時間（降雨時間18

分）で行った．試験時間は0hr，250hr，500hr，750

hr，1000hrについて行った．

２．３ 強度試験

引張強度の測定には定速伸長型万能試験機を用

いた．ネットについての試験条件は，つかみ間隔20

0mm，引張速度200mm/min，試験回数は各照射時間に

ついて10回とし，強度と伸度を求めた．ダンベル試

験片については，つかみ間隔115mm，試験速度50ｍｍ，

試験回数は３回とした．

３．結果と考察

図１にＰＥネット及び再生ＰＥＴネットの耐候性

試験時間と引張強度の保持率との関係を示す．ここ

で示す強度保持率は，0hrから1000hrまでの各照射時＊ 材料技術グループ






